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坂
田
　
寮
内
留
学
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
参
加
し
て
こ
こ
で
充
実

し
た
生
活
を
送
っ
た
こ
と
が

き
っ
か
け
で
す
。
カ
ナ
ダ
留

学
後
、
世
話
に
な
っ
た
先
輩

グ
に
い
て
、
話
し
や
す
い
雰

囲
気
を
作
っ
て
い
ま
す
。

余
語
奏
美
　
課
題
な
ど
自
分

の
こ
と
を
や
り
な
が
ら
、
盛

り
上
が
っ
て
き
た
ら
「
う
る

さ
い
よ
〜
」
と
注
意
し
た

り
、
居
室
に
戻
る
寮
生
に

「
お
や
す
み
」
と
声
を
掛
け

た
り
。

粳
間
　
朝
は
授
業
に
向
か
う

留
学
生
を
見
送
っ
て
い
ま

す
。

坂
田
悠
　
留
学
生
や
寮
生
の

誕
生
日
に
は
み
ん
な
で
お
祝

い
も
し
ま
す
。

｜
｜
な
ぜ
Ｒ
Ａ
に
な
ろ
う
と

思
っ
た
の
で
す
か

館
で
行
わ
れ
た

。
着
物

姿
で
出
席
し
た
留
学
生
に
髙

橋
裕
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長

か
ら
修
了
証
が
手
渡
さ
れ

た
。
髙
橋
セ
ン
タ
ー
長
は

「
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
き
っ

か
け
に
日
本

に
限
ら
ず
、

他
国
の
言
語

や
文
化
に
触

れ
、
自
身
の

世
界
を
広
げ

て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
激

励
し
た
。

　
ウ
ク
ラ
イ

ナ
出
身
の
セ

リ
ナ
・
イ
リ

ナ
さ
ん
は
専

大
生
向
け
に
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
を
開
催
す
る
な
ど
、

交
流
を
深
め
た
。「
毎
日
が

楽
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も

日
本
語
の
勉
強
を
続
け
た

い
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　
◆
修
了
式
◆
秋
コ
ー
ス
の

修
了
式
は
12
月
14
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
交
流
会

　
◆
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

◆
日
本
で
の
学
び
を
締
め
く

く
る
の
は
、
日
本
語
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
12
月
10

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
、
留
学
生
33
人
が
日
本

で
の
生
活
に
関
し
日
本
語
で

５
分
間
の
ス
ピ
ー
チ
を
展
開

し
た
。
台
湾
の
チ
ン
・
テ
ィ

ン
ウ
さ
ん
は
「
２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ラ
ン

　
２
０
１
９
年
度
長
期
交
換

留
学
生
及
び
交
換
留
学
奨
学

生
（
第
１
期
）
に
４
人
が
決

ま
っ
た
。
１
月
15
日
、
生
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
留
学
許
可
書

交
付
式
が
行
わ
れ
、
髙
橋
裕

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長
か
ら

留
学
許
可
書
が
手
渡
さ
れ

た
。

　
留
学
先
と
期
間
、
氏
名
、

学
部
・
学
年
は
次
の
通
り
。

（
敬
称
略
）

■
上
海
大
学
（
中
国
）
２
月

〜
20
年
１
月

▽
小
国
由
起
子

（
経
済
２
）

▽
岩
田
楓
画
（
法

３
）

■
リ
ヨ
ン
政
治
学

院
（
フ
ラ
ン
ス
）

１
月
〜
20
年
１
月

▽
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ー

ニ
・

キ

ア

ラ

麗

（
法
２
）
ほ
か
１

人

髙橋国際交流センター長（左端）と

長期交換留学生
19
年
度
長
期
交
換

留
学
生
に
４
人

余
語
奏
美
　
文
学
部
哲
学
科
４
年

次
、
出
岡
宏
ゼ
ミ
。
２
年
次
に
春
期

留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
英
語
）
参
加
。

３
年
次
に
Ｒ
Ｐ
。

｜
｜
Ｒ
Ａ
と
は
ど
ん
な
役
割

で
し
ょ
う
か

粳
間
翔
太
　
寮
生
の
一
番
近

く
に
い
て
一
番
頼
れ
る
存
在

で
す
。
ル
ー
ル
の
厳
守
を
徹

底
す
る
の
も
務
め
で
す
。

キ
ム
・
デ
ホ
ン
　
寮
生
と
身

近
に
接
し
て
悩
み
を
聞
く
の

も
大
事
な
仕
事
で
す
。

鍋
本
帆
乃
香
　
留
学
生
や
Ｒ

Ｐ
が
入
寮
す
る
時
に
寮
内
を

案
内
し
た
り
、
日
本
語
学
習

の
手
伝
い
、
学
外
施
設
の
見

学
な
ど
で
は
引
率
し
た
り
し

ま
す
。

粳
間
　
夜
は
Ｒ
Ａ
が
目
を
配

り
ま
す
。
夕
食
後
は
み
ん
な

と
一
緒
に
２
階
の
ダ
イ
ニ
ン

　
専
修
大
学
の
年
間
の
正
規

・
短
期
留
学
生
は
今
年
度
５

８
４
人
。
短
期
留
学
で
は
、

言
葉
や
文
化
を
理
解
す
る
た

め
の「
日
本
語
・
日
本
事
情
プ

ロ
グ
ラ
ム
」を
設
け
て
い
る
。

　
秋
コ
ー
ス
は
９
月
か
ら
12

月
ま
で
12
週
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
、
計
12
の
国
と
地
域

か
ら
33
人
が
参
加
し
た
。

　
寮
は
日
本
人
学
生
と
留
学

生
の
２
人
１
組
の
相
部
屋
。

自
炊
で
、
夕
食
時
に
な
る
と

ダ
イ
ニ
ン
グ
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
言
葉
が
飛
び
交
い
、
各
国

の
名
物
料
理
が
披
露
さ
れ

　「国際交流って難しい」「なかなかチャンスがない」そう考えていませんか。

専修大学にはさまざまな国から長期・短期の留学生を受け入れているので、キ

ャンパスにいながら、国際交流をする機会があります。その一端を紹介します。

余
語
　
私
は
Ｒ
Ｐ
の
時
に
先

輩
Ｒ
Ａ
に
支
え
て
も
ら
い
、

今
度
は
お
返
し
し
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

粳
間
　
ス
ペ
イ
ン
に
１
年
間

交
換
留
学
し
、
困
っ
た
時
に

現
地
の
人
に
助
け
ら
れ
る
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し

ま
し
た
。
そ
の
経
験
を
還
元

し
た
い
で
す
。

鍋
本
　
Ｒ
Ｐ
の
時
に
、
全
く

日
本
語
を
話
せ
な
い
ル
ー
ム

メ
ー
ト
に
日
本
語
を
教
え
る

と
興
味
を
持
っ
て
く
れ
、
彼

女
は
日
本
語
能
力
検
定
Ｎ
２

レ
ジ
デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン

ト
（
Ｒ
Ａ
）　
国
際
交
流
会

館
に
住
み
込
み
、
ス
タ
ッ
フ

の
一
員
と
し
て
留
学
生
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。

レ
ジ
デ
ン
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー

（
Ｒ
Ｐ
）
　
寮
内
留
学
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
参
加
者
。
国
際
交

流
会
館
で
留
学
生
と
約
半
年

間
、
協
働
生
活
を
送
る
。

キ
ャ
ン
パ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト

（
Ｃ
Ａ
）
　
留
学
生
の
日
本

語
学
習
を
手
伝
う
ほ
か
、
交

流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き

る
。
登
録
制
で
在
学
中
有

効
。
２
０
１
８
年
度
は
約
８

７
０
人
が
登
録
。

　
１
月
23
日
、
国
際
交
流
協

定
校
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
学
の
学
生

７
人
が
、
髙
橋
裕
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
長
と
と
も
に
福
田

紀
彦
川
崎
市
長
を
表
敬
訪
問

し
た
。

　
大
学
が
あ
る
ウ
ー
ロ
ン
ゴ

ン
市
は
川
崎
市
と
姉
妹
都
市

提
携
し
て
お
り
、
学
生
は
３

週
間
の
滞
在
期
間
中
、
２
週

間
を
川
崎
市
内
の
家
庭
で
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
を
し
た
。

　
福
田
市
長
か
ら
の
歓
迎
の

あ
い
さ
つ
を
受
け
、
ロ
バ
ー

ツ
・
セ
イ
ラ
さ
ん
が
、「
自

分
た
ち
を
温
か
く
迎
え
て
く

れ
た
川
崎
市
や
川
崎
市
国
際

交
流
協
会
、
専
修
大
学
に
感

謝
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　
マ
シ
ソ
ン
・
ミ
ア
さ
ん
は

「
川
崎
市
内
で
お
勧
め
の
場

所
は
あ
り
ま
す
か
」と
質
問
。

福
田
市
長
は
「
生
田
緑
地
を

お
勧
め
し
ま
す
。
川
崎
駅
周

辺
の
焼
き
鳥
屋
さ
ん
も
い
い

で
す
よ
」
と
答
え
学
生
の
笑

顔
を
誘
っ
た
。
最
後

に
福
田
市
長
か
ら
川

崎
市
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

折
り
紙
な
ど
が
学
生

に
贈
ら
れ
た
。

　
ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大

学
の
学
生
は
１
月
15

日
に
来
日
し
、
日
本

語
や
日
本
文
化
を
学

ん
だ
。
２
月
３
日
ま

で
滞
在
し
、
専
大
生

や
川
崎
市
民
ら
と
交

流
を
深
め
た
。

ウ
ー
ロ
ン
ゴ
ン
大
生

川
崎
市
長
を
訪
問

　
国
際
交
流
会
館
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
成
す
る
教
育
寮
と
し
て
２
０
１
４
年
に
開

館
し
た
。
国
際
交
流
協
定
校
か
ら
の
交
換
留
学
生
（
１
年
間
）
や
日
本
語
・
日
本
文
化

を
学
ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
世
界
各
国
か
ら
の
短
期
留
学
生
が
生
活
す
る
。
専
大

生
も
レ
ジ
デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト
（
Ｒ
Ａ
）
や
レ
ジ
デ
ン
ト
・
パ
ー
ト
ナ
ー
（
Ｒ

Ｐ
）
と
し
て
入
寮
し
、
語
学
力
の
向
上
や
異
文
化
理
解
に
努
め
て
い
る
。
今
年
度
の
Ｒ

Ａ
に
国
際
交
流
会
館
で
の
生
活
や
異
文
化
交
流
の
醍だ

い

醐ご

味み

を
語
っ
て
も
ら
っ
た
。

テ
ィ
ア
」
を
テ
ー
マ
に
、
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
を

発
表
し
た

写
真

。

Ｒ
Ａ
の
こ
と
を
思
い
出
し
、

今
度
は
自
分
が
後
輩
を
サ
ポ

ー
ト
し
よ
う
と
思
い
ま
し

た
。

キ
ム
　
２
年
間
日
本
語
学
校

に
通
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
国
の

人
の
日
本
語
を
聞
き
ま
し

た
。そ
の
経
験
か
ら
、日
本
語

が
う
ま
く
な
い
留
学
生
が

「
こ
ん
な
こ
と
を
言
い
た
い

ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
分
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
同
じ
留

学
生
と
し
て
共
感
し
な
が
ら

サ
ポ
ー
ト
で
き
れ
ば
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

に
合
格
す
る
ほ
ど
上
達
し
ま

し
た
。
日
本
語
を
教
え
る
の

が
好
き
な
の
で
、
役
に
立
て

る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
な

い
と
考
え
ま
し
た
。

｜
｜
寮
生
活
を
楽
し
く
充
実

し
た
も
の
に
す
る
役
割
な
の

で
す
ね

粳
間
　
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

春
夏
秋
冬
の
コ
ー
ス
ご
と
に

留
学
生
が
入
れ
替
わ
る
の
で

同
じ
ル
ー
ム
メ
ー
ト
と
過
ご

す
の
は
長
く
て
３
カ
月
、
短

い
と
１
カ
月
で
す
。
新
規
に

入
っ
て
く
る
留
学
生
に
も
迎

え
る
Ｒ
Ｐ
の
学
生
に
も
、
気

分
よ
く
生
活
し
て
ほ
し
い
の

で
、
声
を
掛
け
て
距
離
を
縮

め
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

鍋
本
　
５
人
で
注
意
深
く
み

る
と
学
生
同
士
の
関
係
性
を

把
握
で
き
る
の
で
、
情
報
共

有
の
た
め
毎
週
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
行
う
以
外
に
も
、
何
か

あ
れ
ば
す
ぐ
に
集
ま
り
ま

す
。

キ
ム
　
１
人
の
時
間
が
あ
ま

り
な
い
こ
と
に
最
初
は
戸
惑

Ｒ
Ａ
ら
が
留
学
生
サ
ポ
ー
ト

異
文
化
体
験
の
契
機

短
期
留
学
生 

日
本
を
学
ぶ

た
。
日
本
語
の
授
業
の
ほ

か
、
オ
フ
の
時
間
は
Ｒ
Ａ
や

Ｒ
Ｐ
、
Ｃ
Ａ
と
と
も
に
都
内

散
策
や
文
化
見
学
な
ど
に
出

か
け
、
日
本
を
満
喫
し
た
。

粳
間
　
さ
ま
ざ
ま
な
考
え
方

や
生
活
習
慣
に
触
れ
る
こ
と

で
文
化
の
違
い
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
実
感
で
き
る
の

で
、
何
回
も
足
を
運
ん
で
留

学
生
と
気
軽
に
話
せ
る
関
係

を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

鍋
本
　
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
や
、

午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
は

み
ん
な
ダ
イ
ニ
ン
グ
に
集
ま

っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
時
間

帯
も
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

坂
田
　
Ｒ
Ａ
が
ち
ゃ
ん
と
フ

ォ
ロ
ー
す
る
の
で
遠
慮
せ
ず

訪
ね
て
く
だ
さ
い
。

余
語
　
こ
こ
で
の
出
会
い
が

留
学
の
き
っ
か
け
に
な
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

い
ま
し
た
が
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
に
救
わ
れ
て
い
ま
す
。

｜
｜
国
際
交
流
会
館
は
ど
ん

な
場
所
で
す
か

坂
田
　
家
み
た
い
な
感
じ
。

帰
っ
て
き
て
い
ろ
い
ろ
な
言

語
で
「
晩
ご
飯
何
食
べ
る

の
」
と
会
話
す
る
間
柄
は
ま

さ
に
家
族
で
す
。

余
語
　
同
じ
寮
に
住
ん
で
い

る
者
同
士
、
言
葉
の
や
り
取

り
が
な
く
て
も
気
持
ち
が
通

じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

鍋
本
　
自
分
の
こ
と
は
後
回

し
と
い
う
生
活
で
、
就
職
活

動
や
卒
業
論
文
に
取
り
組
む

の
は
大
変
で
し
た
が
、
得
た

も
の
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。

｜
｜
留
学
や
留
学
生
と
の
交

流
に
関
心
が
あ
る
学
生
に
メ

ッ
セ
ー
ジ
を

余
語
　
Ｃ
Ａ
に
登
録
す
れ
ば

国
際
交
流
会
館
の
ダ
イ
ニ
ン

グ
エ
リ
ア
に
入
れ
る
の
で
、

留
学
生
と
話
し
て
み
た
い
人

に
は
お
勧
め
で
す
。

坂
田
　
好
奇
心
を
大
事
に
し

て
、
ま
ず
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
ほ
し
い
で
す
ね
。

キ
ム
　
異
文
化
体
験
の
き
っ

か
け
と
な
る
Ｃ
Ａ
制
度
を
活

用
し
、
そ
こ
か
ら
Ｒ
Ｐ
ま
で

続
け
て
経
験
す
る
の
が
よ
い

と
思
い
ま
す
。

に
ぎ
や
か
な
国
際
交
流
会
館
で
の
生
活
。

キ
ッ
チ
ン
で
調
理

ダ
イ
ニ
ン
グ
で
の
食
事
風
景

粳
間
翔
太
　
経
済
学
部
国
際
経
済
学

科
４
年
次
、
狐
崎
知
己
ゼ
ミ
。
２
年

次
に
Ｒ
Ｐ
。
１
年
間
ス
ペ
イ
ン
に
留

学
。

鍋
本
帆
乃
香
　
文
学
部
日
本
文
学
文

化
学
科
４
年
次
、
板
坂
則
子
ゼ
ミ
。

１
年
次
に
Ｒ
Ｐ
。
２
年
次
に
韓
国
に

中
期
留
学
。

坂
田
悠
　
経
済
学
部
国
際
経
済
学
科

３
年
次
、
飯
沼
健
子
ゼ
ミ
。
２
年
次

に
Ｒ
Ｐ
。
１
年
間
休
学
し
カ
ナ
ダ
留

学
。

キ
ム
・
デ
ホ
ン
　
人
間
科
学
部
心
理

学
科
３
年
次
、
村
松
励
ゼ
ミ
。
韓
国

の
大
学
を
卒
業
後
、
本
学
に
入
学
。

 

（
写
真
右
か
ら
。
敬
称
略
）

魅力あふれる国際交流


